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代表的な歯周病細菌 Porphyromonas gingivalis において、複数の病原因子（組織障害性プロテアー

ゼ、関節リュウマチに関わるシトルリン化酵素、赤血球凝集因子など）を分泌する、病原タンパク質分

泌装置 （Type IX secretion system: T9SS）をもつ。T9SS からは 30〜50 のタンパク質が分泌される

ため、T9SS 構成分子欠損株では病原性が著しく低下する。T9SS および分泌タンパク質の結晶構造解析

を目的とする。 

分泌タンパク質は多量体を形成していることが示唆されている。大腸菌で発現した HBP35 リコンビナ

ントタンパク質の結晶構造解析から、モノマーとオリゴマーの両構造を得ることができている。HBP35

の多量体形成に関わると予測されるアミノ酸のアミノ酸置換を行い、変異体 HBP35 を発現させた P. 

gingivalis を複数構築した。 

さらに、P. gingivalis から、T9SS 分泌タンパク質である組織障害性プロテアーゼ（P. gingivalis

上澄から多量体組織障害性プロテアーゼが検出される）の精製、結晶化を行なった。複数の結晶の回折

データを得ることができ、構造解析を行ったが、解析が終わったものについては、すべてモノマーの構

造であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


